
６月定例議会の審議結果‥‥‥‥‥‥‥ ２
委員会スポット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３
一般質問（３名が登壇）‥‥‥‥‥ ４～６

「内田佐平二家」公開開始！ ‥‥‥‥‥ ７
一般質問その後どうなった？‥‥‥‥‥ ８

７月５日、内田佐平二家
（内海）において開館記念式
典が行われました。

（内田佐平二家については7ペー
ジをご覧ください。）

平成28年8月1日発行 第156号



2H28. 8. 1

件　　　名 結果
榎
戸
陵
友

榎
本
芳
三

鈴
川
和
彦

松
本
　
保

吉
原
一
治

山
下
節
子

藤
井
満
久

清
水
英
勝

高
原
典
之

石
黒
正
重

議
　
案

議
　
案

専決処分の承認を求めることについて（南知
多町税条例等の一部を改正する条例について） 承認 ○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、× は反対。議長（松本　保）は採決に加わらない。

専決処分の承認を求めることについて（南知
多町都市計画税条例の一部を改正する条例に
ついて）

南知多町特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について

尾州廻船内海船船主内田佐七家の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例につい
て
平成２８年度南知多町一般会計補正予算（第
１号）
平成２８年度南知多町国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

承認

専決処分の承認を求めることについて（南知
多町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例について）

承認

町道路線の認定について

《６月２４日採決》

可決

公有水面埋立に対する意見について 可決

教育委員会委員の任命同意について 同意

工事請負契約の締結について（篠島防災拠点
施設建設工事） 可決

工事請負契約の締結について（内海防災拠点
施設建設工事） 可決

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ‐ ○ × ○ ○ ○ ×可決

６月定例議会は６月１４日から1１日間の会期で開催し、「南知多町特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について」始め議案１２
件を審議しました。

初日は、「専決処分の承認を求めることについて（南知多町税条例等の一部を改正する条
例について）」始め８議案を承認・可決・同意。
二日目は、一般質問に３議員が登壇。
最終日は議案採決。一般議案４件を可決し、６月２４日に閉会しました。
採決の結果は、以下のとおりです。

《６月１４日採決》

6月定例会6月定例会
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◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
度
と
今
年
度
の
違
い
は
な

に
か
。昨

年
度
ま
で
は
、
中
学
校

の
１
年
生
ま
た
は
２
年
生

の
職
場
体
験
の
み
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
は
、
職
場
体
験
を
主
と

し
て
、
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
事

後
体
験
報
告
会
な
ど
、
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
総
合
的
な

学
習
事
業
で
あ
る
。

◆
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
に

か
。

小
規
模
な
市
町
村
で
は
、

医
療
費
の
増
加
等
に
よ
り
、

財
政
状
況
が
不
安
定
な
状
態
に

な
る
が
、
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
る
こ
と
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
、
運

営
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
。

◆
南
知
多
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

審
理
員
の
手
当
の
根
拠
は

な
に
か
。

愛
知
県
町
村
会
よ
り
、
審

理
員
を
弁
護
士
に
依
頼
し

た
場
合
の
手
当
は
、
１
時
間
あ

た
り
１
万
円
、
１
日
で
２
時
間

の
業
務
を
予
定
す
る
た
め
、
日

額
２
万
円
程
度
と
す
る
基
準
が

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
準
じ

て
定
め
て
い
る
。

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
各

区
か
ら
要
望
が
あ
る
の
か
。

町
が
各
区
に
聞
い
て
申
し
込

ん
で
も
ら
う
の
か
。

平
成
26
年
度
の
区
長
代
表

者
会
で
、
町
内
５
地
区
に

お
け
る
申
請
の
順
番
を
決
め
、

そ
の
申
請
の
順
番
に
従
い
毎
年

２
地
区
が
申
し
込
み
を
し
て
い

る
。な

お
、
２
地
区
と
も
助
成
さ

れ
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
優

先
順
位
を
つ
け
て
申
し
込
ん
で

い
る
。内

海
山
海
防
災
連
絡
協
議

会
で
何
を
整
備
す
る
の
か
。

地
区
で
災
害
時
や
防
災
訓

練
等
に
活
用
す
る
た
め
、

ガ
ス
発
電
機
、
ガ
ス
釜
、
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
を
購
入
す
る
も
の

で
あ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会
６
月
17
日

予
算
関
係

総
務
建
設
委
員
会
６
月
21
日

条
例
関
係

予
算
関
係

答

答答

問問

問

答答 問問

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われました
６月定例会において、町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われ、次の方々が選ばれました。
任期は本年７月１５日から４年間となります。

【選挙管理委員会委員】
日比啓正さん（内海）、石黒雅明さん（豊浜）、澤田利久さん（大井）、杉浦和夫さん（日間賀島）

【補充員】
野口正義さん（山海）、家田兵蔵さん（豊丘）、山本かよ子さん（師崎）、折戸良直さん（篠島）
みなさん、よろしくお願いします。



清水英勝議員

一般質問

内
田
家
整
備
事
業
費
な

ど
の
総
額
は
。

内
田
教
育
部
長

平
成
17
年
以
降
、
整
備

工
事
費
等
の
合
計
は
１
億
７

３
０
９
万
６
０
０
０
円
。
修

理
工
事
報
告
書
は
約
５
７
６

万
円
で
作
成
す
る
予
定
。

今
後
、
内
田
家
を
地
域

活
性
化
、文
化
振
興
で
、

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
。内

田
教
育
部
長

「
佐
七
家
」
を
国
の
重

要
文
化
財
、「
佐
平
二
家
」
を

国
の
登
録
有
形
文
化
財
、
そ

れ
ぞ
れ
指
定
に
向
け
、
国
と

協
議
を
進
め
て
い
く
。
指
定

が
さ
れ
れ
ば
、
来
館
者
に
貴

重
な
文
化
財
と
認
識
さ
れ
、

町
民
の
文
化
財
保
護
意
識
の

向
上
に
繋
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、

両
家
を
「
町
民
の
貴
重
な
財

産
」
と
し
て
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
内

田
家
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
で
力
添
え
を
い

た
だ
き
た
い
。

郷
土
資
料
館
収
蔵
物
の

価
値
は
。

内
田
教
育
部
長

千
石
船
関
係
で
は
、
え

び
す
講
文
書
な
ど
の
学
術
的

価
値
が
高
い
古
文
書
。
考
古

学
上
の
資
料
と
し
て
は
、
東

海
最
古
の
貝
塚
と
言
わ
れ
る

先
苅
貝
塚
か
ら
の
出
土
品
。

林
ノ
峰
貝
塚
か
ら
発
見
さ
れ

た
縄
文
人
骨
は
、「
日
本
で
一

番
保
存
状
態
が
良
く
国
宝
級

で
あ
る
」
と
の
評
価
を
京
都

大
学
の
名
誉
教
授
か
ら
い
た

だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
天
神
山
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
た
土
偶
は
、
県
内

で
も
最
古
級
の
も
の
と
言
わ

れ
て
い
る
。

山
海
フ
レ
ア
護
岸
の
遊

歩
道
の
完
成
は
い
つ
か
。

吉
村
建
設
経
済
部
長

平
成
30
年
度
に
完
成
の

見
込
み
で
あ
り
、
現
在
、
上

部
の
管
理
用
通
路
を
遊
歩
道

と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
、

愛
知
県
と
協
議
を
し
て
い
る
。

山
海
観
光
協
会
か
ら
の

歩
道
延
長
な
ど
の
要
望

へ
の
対
応
は
。

吉
村
建
設
経
済
部
長

愛
知
県
か
ら
は
、
県
の

事
業
の
範
囲
外
で
あ
り
、
歩

道
及
び
多
目
的
広
場
の
整
備

は
難
し
い
と
回
答
を
も
ら
っ

て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
歩
道
整
備

を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

オ
テ
ル
・
ド
・
マ
ロ
二

エ
か
ら
内
海
方
面
の
国

道
沿
い
に
歩
道
を
設
け
ら
れ

な
い
か
。

吉
村
建
設
経
済
部
長

こ
の
区
間
の
護
岸
も
愛

知
県
が
高
潮
対
策
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
、
護
岸
上
部

は
管
理
用
道
路
で
あ
り
、
遊

歩
道
又
は
通
学
路
と
し
て
整

備
の
予
定
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
。小

桝
公
園
を
中
心
に
し

て
、
内
田
家
、
梅
原
邸
、

つ
ぶ
て
浦
、
岩
屋
寺
な
ど
を

巡
る
散
策
路
等
整
備
計
画
に

取
り
組
め
な
い
か
。

吉
村
建
設
経
済
部
長

地
元
観
光
協
会
が
既
存

道
路
を
利
用
し
た
散
策
路
や
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど

を
作
成
し
、
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
を
行
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
町
は
マ
ッ
プ
作
成
な

ど
で
協
力
し
た
い
。

町
内
文
化
財
整
備
事
業

内
海
地
区
の
遊
歩
道

計
画

答答

答

答答

答

問

問

問 答 問

問

問

問

Q 内田家は今後どのように活用するのか
Ａ 町民の文化財保護意識の向上を期待し

国の文化財指定に向け協議を進めていく

4H28. 8. 1

整備された内田佐七家（内海）

整備が進められているフレア護岸



４
月
14
日
、
16
日
と
熊

本
県
熊
本
地
方
で
震
度

７
の
地
震
が
発
生
し
、
大
き

な
被
害
が
起
き
た
。今
一
度
、

本
町
の
地
震
防
災
対
策
及
び

計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

役
場
本
庁
舎
を
含
む
二
次

避
難
所
の
耐
震
改
修
は
実
施

さ
れ
た
か
。

大
岩
総
務
部
長

指
定
し
て
い
る
11
カ
所

の
二
次
避
難
所
は
、
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。

熊
本
で
は
、
個
人
用
テ

ン
ト
を
張
っ
て
避
難
生

活
を
し
て
い
る
人
が
多
い
が
、

本
町
で
も
テ
ン
ト
を
多
数
購

入
し
て
は
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

他
の
資
機
材
と
の
優
先

度
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

本
町
の
防
災
活
動
拠
点

は
、「
旧
新
運
動
公
園

用
地
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
整

備
さ
れ
て
い
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

現
在
、
備
蓄
倉
庫
５
棟

に
、
仮
設
ト
イ
レ
、
簡
易
間

仕
切
り
な
ど
を
備
蓄
し
、
有

事
に
備
え
て
い
る
。

地
区
拠
点
基
地
と
な
っ

て
い
る
師
崎
地
区
の
師

崎
中
学
校
は
、
海
に
近
く
海

抜
も
低
い
た
め
不
適
当
だ
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

大
岩
総
務
部
長

師
崎
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
津
波
の
浸
水
想
定

区
域
に
所
在
す
る
た
め
、
二

次
避
難
所
の
指
定
は
し
て
い

な
い
が
、
体
育
館
は
二
階
建

て
で
あ
り
、
津
波
襲
来
後
、

施
設
で
の
活
動
が
支
障
な
い

場
合
、
風
水
害
で
の
活
動
の

場
合
な
ど
の
拠
点
と
考
え
て

い
る
。想

定
以
上
の
避
難
者
の

た
め
人
手
も
運
搬
車
両

も
不
足
し
、
仕
分
け
作
業
も

混
乱
し
た
。
ま
た
、
指
定
避

難
所
以
外
の
避
難
場
所
に
は

支
援
物
資
が
届
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。大

岩
総
務
部
長

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
」
「
緊
急
物
資
管
理
シ
ス

テ
ム
」
な
ど
、
構
築
に
向
け

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
町
の
備
蓄
食
料
及
び

飲
料
水
は
万
全
か
。

大
岩
総
務
部
長

食
料
は
、
ク
ラ
ッ
カ
ー

を
４
９
７
０
食
、
ア
ル
フ
ァ

米
を
５
５
０
０
食
、
保
存
パ

ン
を
１
４
８
８
食
備
蓄
し
て

い
る
。

飲
料
水
は
、
５
０
０
㎖
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
３
９
２
０

本
備
蓄
し
て
い
る
。

配
水
池
や
水
道
管
路
の

耐
震
化
、
老
朽
管
の
更

新
な
ど
、
水
道
施
設
の
地
震

対
策
は
万
全
か
。

吉
村
建
設
経
済
部
長

「
水
道
施
設
更
新
計
画
」

に
沿
っ
て
工
事
を
進
め
て
い

る
。

旧
耐
震
基
準
の
住
宅
の

数
と
、
町
の
補
助
金
で

耐
震
改
修
し
た
住
宅
の
数
は
。

吉
村
建
設
経
済
部
長

旧
耐
震
基
準
の
住
宅
は

４
９
８
１
棟
、
補
助
金
で
耐

震
改
修
を
し
た
住
宅
は
44
棟
。

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

に
補
助
金
を
出
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
が
、
本
町

で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

他
団
体
で
の
実
施
状
況

を
参
考
に
し
て
検
討
し
た
い
。

榎戸陵友議員

一般質問

5 H28. 8. 1

Q 二次避難所の耐震改修は実施されたか
Ａ 指定した11カ所の二次避難所は

耐震基準を満たしている

南
知
多
町
の
地
震
対
策

問問問

問問

問問

問

答答

答

答

答答答

答答

問

旧新運動公園用地（豊丘）に整備された備蓄倉庫



山下節子議員

一般質問

6H28. 8. 1

子
供
の
貧
困
対
策
促
進

法
に
よ
る
町
の
施
策
策

定
と
実
施
の
た
め
に
、
専
門

の
部
署
を
設
け
実
態
を
つ
か

む
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

柴
田
厚
生
部
長

県
が
本
年
12
月
に
抽
出

調
査
に
よ
る
「
子
供
の
貧
困

に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
、

県
全
域
で
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
市
町
村
ご
と
の
調
査

結
果
の
情
報
提
供
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

就
学
援
助
費
に
つ
い
て
、

町
民
の
受
給
状
況
の
特

徴
は
ど
う
か
。

内
田
教
育
部
長

今
年
度
５
月
１
日
現
在

の
児
童
生
徒
の
就
学
援
助
の

認
定
者
数
は
81
名
で
、
内
訳

は
小
学
生
50
名
、
中
学
生
31

名
で
あ
る
。
全
校
児
童
生
徒

数
に
占
め
る
割
合
は
約
７
％

で
、
こ
こ
５
年
間
は
、
ほ
ぼ

同
じ
割
合
で
推
移
し
て
い
る
。

憲
法
26
条
「
義
務
教
育

は
、
こ
れ
を
無
償
と
す

る
」
の
立
場
か
ら
、
学
校
給

食
を
無
償
と
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
か
が

か
。

内
田
教
育
部
長

学
校
給
食
法
第
11
条
に

基
づ
き
、保
護
者
の
方
に
は
、

給
食
の
食
材
費
相
当
分
の
み

負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
。

な
お
、
消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

際
に
、
給
食
の
質
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
、
臨
時
的
な

措
置
と
し
て
、
保
護
者
負
担

は
据
え
置
き
、
平
成
27
年
度

に
お
い
て
は
、
約
３
％
分
を

町
が
負
担
し
て
い
る
。

今
回
、
特
別
措
置
法
の

制
定
に
よ
り
、
危
険
空

き
家
に
該
当
し
勧
告
を
受
け

る
と
、
固
定
資
産
税
が
６
倍

に
な
る
な
ど
の
制
度
と
な
っ

た
た
め
、
住
民
に
対
す
る
影

響
が
大
き
く
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

大
岩
総
務
部
長

勧
告
の
実
施
に
よ
り
、

税
制
上
の
負
担
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
勧
告
の
対

象
者
に
対
し
て
は
、
措
置
の

内
容
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
勧
告
に
伴
う
結
果
を
明

確
に
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

平
成
28
年
３
月
15
日
現

在
、危
険
度
判
定
60
件
、

危
険
除
去
済
み
７
件
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

大
岩
総
務
部
長

危
険
除
去
済
み
７
件
の

内
訳
は
、
侵
入
防
止
の
措
置

を
行
っ
た
も
の
が
３
件
、
取

り
壊
し
が
完
了
し
た
も
の
が

４
件
。

残
り
は
措
置
が
必
要
と
さ

れ
た
物
件
で
あ
り
、
経
過
観

察
・
一
部
修
繕
が
必
要
な
も

の
が
９
件
、
危
険
空
き
家
と

し
て
所
定
の
安
全
措
置
、
大

規
模
修
繕
や
除
却
が
必
要
な

助
言
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
44
件
。

Q 危険除去済みの
空き家７件の内訳はどうか

Ａ 侵入防止の措置を行ったものが３件
取り壊しが完了したものが４件

子
育
て
支
援
の
充
実
を

空
き
家
対
策
の
充
実
を

答答

答

答答

問

問

問問

問
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７
月
５
日
（
火
）
、
町
教
育
委
員
会
の
主
催
で
内
田
佐
平
二

家
の
開
館
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
の
方
が
お
み
え
に
な
り
、
議
長

始
め
町
議
会
議
員
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
９
日
（
土
）
よ
り
、
内
田
佐
平
二
家
の
公
開
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

内田佐平二家は内田佐七家の新家（分家）であり、家屋は明治
５年頃に建築されたと推定されています。
佐平二家の初代は佐七家が所有する船の船頭を務め、佐七家の

廻船経営を助けました。

「内田佐平二家」公開開始！

内田佐平二家の見どころ
佐平二家では常設展として、幕末から明治にかけての廻船資料を、町の文化財として指

定されたものを含めて多数展示しています。
展示資料は廻船の雛形や板図（船の設計図）といった造船に関するもの、船箪笥や船磁石

など廻船内で実際に使用されていた道具類、廻船経営の実態が記録された「えびす講文書」
の一部などがあり、廻船にかかわる様々な資料を間近からご覧いただくことができます。

また、現存する板図をもとに製作された10分の1スケールの廻船模型も見どころのひと
つ。廻船の大きさを実感することができます。

公開日：毎週土・日曜日、国民の祝日（年末年始を除く）
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9月定例会の日程（予定）
9月070日（水）9時30分～ 初　日 議案上程・質疑・委員会付託　等
9月080日（木）9時30分～ 二日目 一般質問
9月20日（火）9時30分～
※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。

ケーブルテレビの放送予定日
９月 1 9 日（月）午後 1 0 時～　地上デジタル121ch
９月 2 5 日（日）午前 1 0 時～　地上デジタル121ch

本会議の会議録は、町ホームページに掲載していますのでご覧ください

平成29年度以降、中学生以上の子どもの医療費も無料に

最終日 委員長報告・質疑・討論・採決　等

平
成
27
年
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、「
子
ど
も
医
療
費
」
に
関
し
、

次
の
よ
う
な
質
疑
・
答
弁
が
さ
れ

ま
し
た
。

13
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
の
完
全
無
料
化
と
、

窓
口
払
い
無
料
化
を
で
き
な
い
か
。

通
院
医
療
費
は
、
町
と
本
人

が
半
分
ず
つ
負
担
す
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、
自
己
負
担
額
の

１／２
の
助
成
を
償
還
払
い
で
実
施

し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
無
料
化

は
考
え
て
い
な
い
。

窓
口
支
払
い
の
無
料
化
は
、
中

学
生
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

通
院
医
療
費
の
完
全
無
料
化
は
考

え
て
い
な
い
の
で
、
窓
口
支
払
い

の
無
料
化
も
考
え
て
い
な
い
。

「
子
ど
も
医
療
費
の
そ
の
後
の
経
過
」

少
子
化
へ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
増
進

及
び
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

他
の
施
策
に
優
先
し
て
事
業
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
29
年
度
よ

り
、
中
学
生
か
ら
18
歳
ま
で
の
通

院
医
療
費
を
全
額
助
成
へ
と
拡
充

し
、
子
ど
も
医
療
に
つ
い
て
は
、

全
額
無
料
と
な
る
予
定
で
す
。

本
年
度
、
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
も
行
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
医
療
制
度
の
拡
充
に
よ

り
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
支
援

の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一般質問、その後どうなった？

QＡ


